
水曜日　1,2限

木曜日　3,4限

日程 授業形態 小テスト・定期試験

1 １回目 実技

2 ２回目 実技

3 ３回目 実技 小テスト５点

4 ４回目 実技

5 ５回目 実技 小テスト５点

6 ６回目 実技

7 ７回目 実技 中間試験２０点

8 ８回目 実技

9 ９回目 実技 小テスト５点

10 １０回目 実技

11 １１回目 実技 小テスト５点

12 １２回目 実技

13 １３回目 実技

14 １４回目 実技 期末試験５０点

15 １５回目 実技 小テスト１０点
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年次 1年 開講区分 1セメスター

曜日・時限学科・コース ヘアメイク科
授業
形態

実技
単位
時間

2020年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 ヘアスタイリング演習Ⅰ
必修
選択

必修

『重ね』の技術（すき毛使用）を習得。　　ホットカーラー巻き（全頭）反復練習。

教員 山﨑　美智子

　【到達目標】
・道具の名称を覚え、用途に応じて使用しヘアスタイリング技術を習得する。
・ホットカーラーで適切な時間内に、角度や配置を考慮し全頭巻きが出来るようになる。
・結ぶ、まとめる、ピニング、編み込み、カールさせるなど基礎技術を習得し、ウィッグや人頭をスタイリング出来るようになる。

　【授業の学習内容】　

ヘアセット、アレンジ、ブローなど知識と技術の基礎を身につける。

受講生への
メッセージ

基礎を身につけるために反復練習が必須です。しっかりと復習をし授業に臨んで欲しい。

　【使用教科書・教材・参考書】　


アップスタイル『トップシニヨン』を習得。　　ホットカーラー巻き（スピードアップ）反復練習。

　【教員実務経験】

授業計画・内容

道具の名称や使用方法、専門用語、ホットカーラーの取り扱いや巻き方の習得。

ピン類の留め方を習得。　　ホットカーラー巻き（センター）の構成を習得。

一束（ゴム結び）の習得。　　ホットカーラー巻き（バックサイド）の構成を習得。

編み込み、ツイスト、フィッシュボーンの習得。　　ホットカーラー巻き構成の復習。

美容師として一般美容から始め婚礼美容に至る現在まで、２０年以上髪に携わっている。カット等のサロンワークから和洋髪の技術まで
習得。様々なシチュエーションの現場で活動しながら本校で１０年以上の講師経験を持つ。

ハーフアップスタイル（アイロン使用）の習得。　　ホットカーラー巻き（サイド）の反復練習。

ダウンスタイル（片寄せ・アイロン使用）の習得。　ホットカーラー巻き構成の復習。

中間試験　　ホットカーラー巻き、ゴム結び、ピンの留め方の確認。

『逆毛』の技術を習得。　ホットカーラー巻き（全頭）反復練習。

ヘア道具一式　　ウィッグ・クランプ・ピン類・ブラシ類・コーム・ダッカール・黒ゴム・カラートップ・アイロン（カール・ストレート）

アップスタイル『ネープシニヨン』を習得。　　ホットカーラー巻き（スピードアップ）反復練習。

前期で習得した技術の総復習。

習得した技術を組み合わせ、デザイン（工夫）する。

期末試験　　ホットカーラー全頭巻き、ヘアアレンジ２点作成。

期末試験フィードバック・成績評価

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価




